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はじめに 

 

兵庫県におきまして、兵庫県赤十字血液センターは、昭和63年度から「輸血

懇話会」を開催してきました。また、兵庫県は平成12年度から「兵庫県輸血療

法委員会合同会議」を開催し、適正使用及び安全な輸血療法を推進してきまし

た。これらを基礎とし、さらに県下医療機関の輸血療法委員が集まり、平成25

年5月14日に「兵庫県合同輸血療法委員会」の発足に至りました。 

「兵庫県合同輸血療法委員会」は、兵庫県及び兵庫県赤十字血液センターがこ

れまで行ってきた取り組みに加えて、中小規模病院における輸血療法実施体制の

確立、標準化と血液製剤の適正使用を推進してきました。平成30年度厚生労働省

血液製剤使用適正化方策調査研究事業において「小規模医療機関での血液製剤適

正使用推進とそれに資する在宅輸血時遠隔モニタリングシステムの開発」が採択

され研究開発を行ってきましたが、令和元年度はこの研究をさらに進め「小規模

医療機関での血液製剤適正使用推進のための輸血時遠隔モニタリングシステム

の改良」との研究計画を立案し、血液製剤使用適正化方策調査研究事業に申請を

行い幸いにも今年度も研究計画の採択に至りました。 

本報告書はこの一年間の「兵庫県合同輸血療法委員会」における活動とその

成果をまとめ、研究報告書としたものです。皆様にご一読いただき、ご活用し

ていただけるところがあれば幸甚に存じます。 

 

令和2年3月25日 

 

兵庫県合同輸血療法委員会委員長 

藤盛 好啓 
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                 兵庫県合同輸血療法委員会設置要綱 

 

 

  （設 置） 

第１条 輸血療法に関する調査、検討等を行い、兵庫県における安全かつ適正な輸血療法の推進 

に資するため、兵庫県合同輸血療法委員会（以下、「合同委員会」という。）を設立する。 

 

（事 業） 

第２条 合同委員会は次の事業を行う。 

(1) 輸血療法に関する調査、研究 

(2) 輸血療法に関する研修及び講演会の開催 

(3) 輸血療法に関する情報交換 

(4) その他、輸血療法に必要な事項 

２ 合同委員会の事業年度は４月１日から翌年３月３１日までとする。 

 

（構 成） 

第３条 合同委員会は、別表に掲げる委員をもって構成する。 

 (1) 兵庫県内医療機関の輸血療法委員長、輸血責任医師及び輸血業務担当者等 

 (2) 兵庫県の血液行政担当者 

 (3) 兵庫県赤十字血液センター職員 

 (4) その他必要と認める者 

２ 委員の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する事業の終結の

時までとし、再任を妨げない。 

 

（正副委員長） 

第４条 合同委員会に、委員長、副委員長を置く。 

２ 委員長は委員の互選により定める。 

３ 委員長は合同委員会を代表し会務を総括する。 

４ 副委員長は委員長が指名する。 

５ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

   

  （会 議） 

第５条 合同委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 合同委員会の会議は、必要に応じ適宜開催する。 

３ 委員長は、委員のほか、意見等を聞くために必要があると認められる者を会議に出席させる 

ことができる。 

 

（ワーキンググループ） 

第６条 委員長は別に定めるワーキンググループ設置要綱に基づき、合同委員会内にワーキン

ググループを設置することができる。 

 

 （事務局） 

第７条 合同委員会の運営に必要な事務を行うため事務局を置く。 

２ 事務局は、兵庫県赤十字血液センター内に置く。 

1



 （情報公開） 

第８条 本要綱、第３条に規定される委員会の構成、及び第６条に規定されるワーキンググル

ープの設置に関する事項については一般に情報を公開する。 

 

 （その他） 

第９条 本要綱に定めるもののほか、合同委員会の運営に必要な事項は、委員長が別に定める。 

 

 

  附 則 

この要綱は、平成25年5月14日から施行する。 

 

附 則（平成26年9月29日一部改正） 

この要綱は、平成26年9月29日から施行する。 

 

附 則（平成27年2月13日一部改正） 

この要綱は、平成27年2月13日から施行する。 

 

附 則（平成29年2月11日一部改正） 

この要綱は、平成29年2月11から施行する。 
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別表 

 

組織 人数 

兵庫県内医療機関の輸血療法委員長、輸血責任医師及び

輸血業務担当者等 

１１名以内 

兵庫県の血液行政担当者 １名以内 

兵庫県赤十字血液センター職員 １名以内 

その他必要と認める者 ２名以内 

計 １５名以内 
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兵庫県合同輸血療法委員会 委員名簿 

委   員 

区 分 氏 名 役  職  名 備考 

委員長 藤盛 好啓 
兵庫医科大学病院血液内科主任教授 

輸血・細胞治療センター センター長 
医療機関の輸血業務担当者 

副委員長 杉本 健 北播磨総合医療センター血液腫瘍内科部長 医療機関の輸血業務担当者 

委員 足立 光平 一般社団法人兵庫県医師会副会長 

医療機関の輸血業務担当者 

（一般社団法人兵庫県医師会

推薦医師） 

委員 小阪 嘉之 兵庫県立こども病院副院長 

医療機関の輸血業務担当者 

（一般社団法人兵庫県病院協

会推薦医師） 

委員 真田 浩一 公益社団法人兵庫県臨床検査技師会会長 

その他必要と認める者 

（血液製剤の検査、管理に関す

る学識経験者） 

委員 井本 しおん 神戸常盤大学保健科学部医療検査学科教授 
その他必要と認める者 

（血液学に関する学識経験者） 

委員 大岡 徹彦 兵庫県健康福祉部健康局薬務課長 血液行政担当者 

委員 平井 みどり 兵庫県赤十字血液センター所長 赤十字血液センター職員 

委員 米谷 昇 
神戸市立医療センター中央市民病院 

血液内科医長 
医療機関の輸血業務担当者 

委員 神前 昌敏 医療法人財団樹徳会上ヶ原病院院長 医療機関の輸血業務担当者 

委員 川本 晋一郎 
神戸大学医学部附属病院  

輸血・細胞治療部講師 
医療機関の輸血業務担当者 

委員 赤坂 浩司 赤坂クリニック院長 医療機関の輸血業務担当者 

    

顧   問 

氏 名 役  職  名 備考 

甲斐 俊朗 認定 NPO 法人兵庫さい帯血バンク副理事長 
その他必要と認める者 

（血液学に関する学識経験者） 
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ワーキンググループ設置要綱 

 

（設 置） 

第１条 兵庫県合同輸血療法委員会設置要綱第６条に基づき、兵庫県における安全かつ適正な輸

血療法の推進に資するため、次の二つの職種ごとにワーキンググループを設立する。 

（１）臨床検査技師 

（２）看護師 

 

（任 務） 

第２条 各ワーキンググループは、それぞれの所掌分野について、研修会及び講習会等を開催し、

必要に応じてその結果を兵庫県合同輸血療法委員会に報告する。 

 

（構 成） 

第３条 各ワーキンググループは、別表に掲げるメンバーをもって構成する。 

２ 各ワーキンググループの班員は兵庫県合同輸血療法委員会委員長が委嘱する。 

３ 各ワーキンググループの班員の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のも

のに関する事業の終結の時までとし、再任を妨げない。 

 

（正副班長） 

第４条 各ワーキンググループに班長及び副班長を置く。 

２ 班長及び副班長は委員の互選により定める。 

３ 班長はワーキンググループを代表し任務を総括する。 

４ 副班長は班長を補佐し、班長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 

（会 議） 

第５条 ワーキンググループは、各班長が必要に応じて召集し、班長が議長となる。 

２ 班長に事故のあるときは、あらかじめ班長が指名する班員がその職務を代理する。 

３ 班長は、ワーキンググループを代表し、ワーキンググループの会務を統括する。 

４ 班長は、班員のほか、意見等を聞くために必要があると認められる者を会議に出席させる 

ことができる。 

 

（事務局） 

第６条 ワーキンググループの事務局は、兵庫県赤十字血液センター内に置く。 

 

（その他） 

第７条 本要綱に定めるもののほか、ワーキンググループの運営に必要な事項は、兵庫県合同輸

血療法委員会委員長が別に定める。 
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附則 

この要綱は、平成 26 年 9 月 29 日から施行する。 

附則（平成 29 年 5 月 26 日一部改正） 

この要綱は、平成 29 年 5 月 26 日から施行する。 
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兵庫県合同輸血療法委員会 ワーキンググループ名簿 

 

看護師ワーキンググループ 

役  職  名 氏  名 所  属 

看護師 WG 班長 松本 真弓 社会医療法人神鋼記念会神鋼記念病院 

班員 山本 真由美 兵庫医科大学病院 

班員 長谷川 清美 社会医療法人神鋼記念会神鋼記念病院 

班員 谷川 悦子 加古川中央市民病院 

班員 工藤 小百合 加古川中央市民病院 

班員 平安 奈美子 医療法人協和会協立病院 

班員 岸下 陽子 市立伊丹病院 

班員 八代 敦子 兵庫県立尼崎総合医療センター 

班員 溝田 瑞恵 姫路赤十字病院 

班員 竹内 志津枝 神戸市立医療センター中央市民病院 

班員 大西 里歩 兵庫医科大学病院 

   

   

臨床検査技師ワーキンググループ 

役  職  名 氏  名 所  属 

臨床検査技師 WG 班長 坊池 義浩 神戸学院大学 

班員 榎  亮 （株）兵庫県臨床検査研究所 

班員 早川 郁代 神戸大学医学部附属病院 

班員 大谷 敦子 兵庫県立尼崎総合医療センター 

班員 松谷 卓周 社会医療法人神鋼記念会神鋼記念病院 

班員 加藤 正輝 宝塚市立病院 

班員 澁谷 江里香 京都大学医学部附属病院 

班員 大塚 真哉 兵庫医科大学病院 

班員 牛尾 駿祐 姫路赤十字病院 

班員 中屋めぐみ 公立八鹿病院 

班員 稲葉 洋行 近畿ブロック血液センター兵庫製造所 
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令和元年度 第１回兵庫県合同輸血療法委員会 次第 

 

日 時：令和元年 5月 21 日（火）14：00～16：00 

  場 所：兵庫県赤十字血液センター 5 階大会議室 

 

１ 開会の挨拶  

兵庫県合同輸血療法委員会 委員長  藤盛 好啓 

 

２ 議題（議事進行：藤盛委員長） 

（１）兵庫県合同輸血療法委員会新委員のご紹介及びご挨拶           資料 1 

（２）看護師ワーキンググル―プのメンバー変更について            資料 2 

（３）平成 30 年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業の報告について  

平成 30 年度兵庫県合同輸血療法委員会研究報告書 

（４）日本輸血細胞治療学会への活動報告について 

 (５) 令和元年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業の申請について  

参考資料①～④ 

（６）令和元年度活動内容について（案） 

①令和元年度兵庫県輸血医療従事者研修会の内容について 

ア 開催時間の仮決定：令和元年 11 月 30 日（土） 【  時～  時】   

イ プログラムの検討（演者の選定等） 

 ・血液製剤使用実態調査について（兵庫県）            資料 3 

  ・血液センターからの情報提供（血液センター） 

 

 

②ワーキンググループの今年度の活動計画について 

ア 臨床検査技師ワーキンググループの活動計画について       資料 4 

 

イ 看護師ワーキンググループの活動計画について          資料 5 

 

（７）その他  

（８）次回の委員会開催日について 

     【令和 元年   月   日   ： ～ ： 】 

         

３ 閉会の挨拶  

兵庫県合同輸血療法委員会 副委員長  杉本 健 

以上 
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令和元年度 第１回兵庫県合同輸血療法委員会（議事要旨） 

 

１ 開催日時  

令和元年 5月 21 日（火）14：00～16：00 

 

２ 開催場所 

兵庫県赤十字血液センター ５階大会議室 

  

３ 出席委員 

藤盛委員長、杉本副委員長、小阪委員、足立委員、米谷委員、赤坂委員、井本

委員、真田委員、平井委員、大岡委員 

 

４ 事務局等  

臨床検査技師ワーキンググループ坊池班長、看護師ワーキンググループ松本班

長、 

兵庫県赤十字血液センター、兵庫県薬務課 

 

５ 議題（議事進行：藤盛委員長） 

（１）兵庫県合同輸血療法委員会新委員の紹介について 

（２）看護師ワーキンググル―プのメンバー変更について 

（３）平成 30 年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業の報告について 

（４）日本輸血細胞治療学会への活動報告について 

（５）令和元年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業の申請について        

 (６) 令和元年度活動内容について 

（７）その他 

（８）次回の委員会開催日について 

 

６ 委員会資料 

委員会次第、資料 
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７ 内容 

（１）兵庫県合同輸血療法委員会新委員の紹介について 資料１ 

（２）看護師ワーキンググル―プのメンバー変更について 資料２ 

   【松本班長より説明】 

   →承認 

 

（３）平成 30 年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業の報告について  

   平成 30 年度兵庫県合同輸血療法委員会研究報告書 

   【藤盛委員長より説明】 

   ○ 厚生労働省に報告書を提出し、研究修了の承認を得た。 

 

（４）日本輸血細胞治療学会への活動報告について 

   藤盛委員長より、血液センターの血液供給における定期便活用のための啓発用

ポスター等の取組みについて、学会に活動報告するよう提案があった。 

   →検討 

 

（５）令和元年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業の申請について 

   参考資料①～④（当日差替え） 

  【藤盛委員長より説明】 

   〇 今年度の研究内容は、委員から紹介のあった遠隔モニタリングシステムの

セコムバイタルック（Vitalook）で輸血後の患者の生体モニタリングを行う

観察研究を考えている。 

  【各委員の主な意見等】 

   〇 昨年度の事業計画への厚生労働省の評価を踏まえ、発展性を検討するよう

な研究内容が必要。 

   〇 医療従事者が記録した在宅患者の生体情報を共有するバイタルリンクⓇが

実運用されている。これとの関連で考えるのはどうか。 

   〇 発展性について、必要があれば血液関係医師へメーリングリストを用い在

宅輸血に関するアンケート実施可能。 

   ○ 新たな通信技術が完成しつつある中、通信会社と連携し５G通信の在宅応用

への有効性を検討することも考えられる。 

   ○ 遠隔モニタリング技術の有効性の検討は、本来なら病院等で医療スタッフ

が観察している状態と同等か、若しくはそれ以上かどうかで検証するべきだ

ろう。 

  → 今年度の研究においては、Vitalook でモニタリングを実施し、バイタルリン

クⓇの技術を活用するなどして今後の発展性を検討する方針とし、事業計画

の素案を藤盛委員長が作成し、メーリングリストで委員の意見を聴くことと

なった。 
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（６）令和元年度活動内容について 

  ① 令和元年度兵庫県輸血医療従事者研修会の内容について 資料３ 

  【藤盛委員長より説明】 

   〇 開催時間：令和元年 11 月 30 日（土） 【13 時 30 分～】   

   ○ 厚生労働省の事業を受託できなかった場合の諸経費について、血液センタ

ーから出費できるのは、講演者 1名分の謝金及び旅費である。その他の経費、

旅費等不可。 

  【委員の主な意見】 

   〇 特別講演の演者として、話題の CAR-T 療法であれば、平松医師、橋本医師が

候補である。 

   ○ 実際に使用し、作業をしている検査技師による講演も良いのではないか。 

   ○ 昨年度発表いただいた赤坂クリニックにその後について発表いただくのも

候補。 

   〇 血液センターの血液供給における定期便活用のための啓発用ポスター等の

取組み後の検証結果について、医療機関に今後も継続してもらうためにも発

表するのがよい。 

   → 講演者候補について、日本細胞輸血学会の発表を見た上で、意見をメーリン

グリストで挙げること、定期便活用の取組みの報告を血液センターから発表

することとなった。その他の内容については、例年どおり。 

   

  ② ワーキンググループの今年度の活動計画について 資料４、５ 

  【臨床検査技師ワーキンググループ班長より説明】 

   ○ 昨年度から継続して恒生病院への輸血医療支援を行い、I＆A 制度の受審を

進める。 

  【看護師ワーキンググループ班長より説明】 

   ○ ワーキンググループ合同研究をする予定であるが、厚生労働省の事業受託

をできなければ、翌年度に持ち越そうと考えている。 

   → 承認 

  【各委員の主な意見等】 

   特になし 

 

（７）その他 

   血液製剤の使用指針の一部改正について 

   【血液センターより説明】 

 

（８）次回の委員会開催日について 

     【令和元年 ９月２４日（火） 14：00～16：00】 
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令和元年度第２回兵庫県合同輸血療法委員会次第 

日 時：令和元年９月２４日（火）１４：００～１６：００ 

  場 所：兵庫県赤十字血液センター ５階大会議室 

 

１ 開会の挨拶  

兵庫県合同輸血療法委員会 委員長  藤盛 好啓 

 

２ 議題（議事進行：藤盛委員長） 

（１） 令和元年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業について  

 

 

（２） 令和元年度兵庫県合同輸血療法委員会の活動計画について  

 

 

（３） 令和元年度兵庫県輸血医療従事者研修会について  

    1）医療機関宛て開催案内  資料①                  

    2）演者およびテーマについて 

      「新しい細胞治療の現状と未来～CAR-T 細胞療法の導入を通して～」 

京都大学大学院 医学研究科 血液・腫瘍内科学 

京都大学医学部附属病院 検査部・細胞療法センター 

 新井 康之 先生 

 

「在宅輸血時の遠隔バイタルモニター update」 

和歌山県立医科大学 血液内科学講座 

和歌山県立医科大学附属病院 輸血部 医療情報部 

医療法人 赤坂クリニック 

西川 彰則 先生 

 

（４） ワーキンググループからの活動報告について  

    1）臨床検査技師ワーキンググループ 資料② 

    2）看護師ワーキンググループ 資料③ 

 

（５） 血液センターからの情報提供 情報媒体各種 
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（６） 次回の委員会開催日について 補足資料：カレンダー 

     【令和  元年    月    日    】 

 

         

３ 閉会の挨拶 兵庫県合同輸血療法委員会 副委員長  杉本 健 

以上 

 

参考資料：令和元年度第 1回兵庫県合同輸血療法委員会 議事要旨 
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令和元年度 第２回兵庫県合同輸血療法委員会（議事要旨） 

 

１ 開催日時  

令和元年９月２４日（火）14:00～15:15 

 

２ 開催場所 

兵庫県赤十字血液センター ５階大会議室 

  

３ 出席委員 

藤盛委員長、杉本副委員長、小阪委員、米谷委員、赤坂委員、真田委員、平井

委員、大岡委員、甲斐顧問 

 

４ 事務局等  

  看護師ワーキンググループ、検査技師ワーキンググループ、兵庫県赤十字血液

センター、兵庫県薬務課 

 

５ 議題 

（１）令和元年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業採択結果について 

（２）令和元年度兵庫県合同輸血療法委員会の活動計画について 

（３）令和元年度兵庫県輸血医療従事者研修会について 

（４）ワーキンググループからの活動報告について  

（５）血液センターからの情報提供 

（６）次回の委員会開催日について 

 

６ 委員会資料 

委員会次第、資料 
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７ 内容 

（１）令和元年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業採択結果について 

【藤盛委員長より説明】審査中で連絡を受けていない。 

【各委員の主な意見等】特になし 

 

（２）令和元年度兵庫県合同輸血療法委員会の活動計画について 

【藤盛委員長より説明】採択された場合、されなかった場合を考えたい。 

【事務局】 

○ 採択されなかった場合に、血液センターで準備しているのは、１名分の研

修会講演料である。 

【各委員の主な意見等】 

○ 採択されなかった場合にも、遠隔モニターの研究を実施する場合は、機材

メーカーから無償貸与などを検討しないといけない。 

○ 製薬メーカーからの寄付等で研修会を開催できないか。 

○ 検査技師 WG 活動の旅費は、県技師会で支払うよう検討する。 

○ 採択された場合には、機器レンタルに加え、研修会の追加開催も検討しな

いといけない。 

→ 採択結果を受け次第メーリングリストで共有し、活動計画を検討すること

となった。また、製薬企業からの寄付、共催などを受けられるか今後検討する

こととなった。 

 

（３）令和元年度兵庫県輸血医療従事者研修会について 

  １）医療機関宛て開催案内 

  【事務局より説明】10 月に送付予定。 

  ２）演者及びテーマについて 

  【藤盛委員長より説明】 

    「新しい細胞治療の現状と未来～CAR-T 細胞療法の導入を通して～」  

     京都大学大学院 医学研究科 血液・腫瘍内科学 

     京都大学医学部附属病院 検査部・細胞療法センター 

                          新井 康之 先生 

    「在宅輸血時の遠隔バイタルモニター update」 

     和歌山県立医科大学 血液内科学講座 

     和歌山県立医科大学附属病院 輸血部 医療情報部 

     医療法人 赤坂クリニック                   

                          西川 彰則 先生 

   → 決定 

  【各委員の主な意見等】特になし 
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（４）ワーキンググループからの活動報告について  

ア 検査技師ワーキンググループ 

   【大谷班員より説明】 

   【各委員の主な意見等】 

   ○ 研修会実施による参加者のアンケート結果報告があれば、参考にしたい。 

  イ 看護師ワーキンググループ 

【松本班長より説明】意見を伺いたい。 

【各委員の主な意見等】 

○ こども病院では、小児の輸血時間が長いため、外来輸血を実施しておら

ず原則入院としている。 

   ○ 結論はどのようにするのか。こうあるべきなどを示すのか。 

   → 現状報告する程度と考えている。研究費がなければ調査研究の続きは、

翌年度に行う予定。 

（５）血液センターからの情報提供 

１）研修会での報告内容について 

【血液センターより説明】 

 ○ 血液製剤定時配送便の利用協力依頼ポスター作成による効果を報告する

研修会で予定。 

【各委員の主な意見等】 

   ○ データの比較方法は、長い期間実施するかもしれないので、簡便で継続

できるものがよい。 

  ２）血液製剤の使用指針改定、B型肝炎接種プログラムの御案内、輸血情報２件

（副作用）、新鮮凍結血漿－LR「日赤」４８０の包装箱形態変更について 

  【血液センターより説明】 

（６）次回の委員会開催日について 

   令和２年２月 25 日（火）14:00～16:00 
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令和元年度第３回兵庫県合同輸血療法委員会次第 

日 時：令和２年２月２５日（火）１４：００～１６：００ 

  場 所：兵庫県赤十字血液センター ５階大会議室 

 

１ 開会の挨拶  

兵庫県合同輸血療法委員会 委員長  藤盛 好啓 

 

２ 活動報告について                     

1) 令和元年度兵庫県輸血医療従事者研修会について 藤盛委員長 資料１ 

 

2) 医療従事者研修会アンケート集計結果について    薬務課 資料２ 

 

3) 看護師ワーキンググループ活動について      松本班長 資料３ 

 

4) 検査技師ワーキンググループ活動について     坊池班長 資料４ 

 

   

３ 令和元年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業の報告について    資料５ 

研究実施期間の確認：契約締結日から２０２０年３月１３日まで 

現在、契約書の本書はまだ到着していないが、事業計画書の承認はされた。 

 

・契約書（案）には下記の記載あり 

第16 条 乙は、委託事業の終了した日から起算して１か月を経過した日（第14 条

第１項の規定により委託契約の解除を行った場合には、当該解除を行った日から

起算して１か月を経過した日）又は令和２年３月20 日のいずれか早い日までに様

式６による事業実績報告書を作成し、甲に提出するものとする。 

第17 条 乙は、業務終了後、直ちに様式７による業務完了報告書を甲の指定する

検査職員に提出しなければならない。 

第18 条 検査職員は、前条の業務完了報告書の提出後10 日以内に、乙の業務の完

了を確認し、検査調書を作成する。乙は、検査職員の検査に協力し、検査職員か

ら立会いを求められた場合には、これに立ち会わなければならない。 

第21 条 この委託事業の実施期間は、契約を締結した日から令和２年３月13 日ま

で、契約期間は令和２年３月31 日までとする。 
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・令和元年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業実施要綱には下記の記載あり 

（実施期間） 

第３条 本事業の実施期間は、契約を締結した日から令和２年３月１３日までとす

る。 

（厚生労働省への報告等） 

第６条 本事業終了後は、報告書を作成し、厚生労働省医薬・生活衛生局長に冊子

５部及び、その電子媒体（ＰＤＦもしくはテキスト形式により作成されたもの）

を提出するものとする。また、別添１による事業実績概要を電子媒体（エクセル

又はワード形式により作成されたもの）を合わせて提出すること。 

 

４ 令和２年度兵庫県合同輸血療法委員会の活動について      

1) 令和２年度兵庫県合同輸血療法委員会の体制について     資料６ 

 

2) 次年度の血液製剤適正化方策研究事業への応募について 

       

3) 令和２年度兵庫県輸血医療従事者研修会の開催について  

日時   令和２年  月  日   ：  ～  ：   

      候補日：11/14（土） 血液センター７階大会議室仮押さえ中 

 

      <令和２年度の秋の学会予定> 

      日本血液事業学会 １０月２８日（水）～３０日（金）＠広島 

      日本血液学会 １０月９日（金）～１１日（日）＠京都 

      日本輸血細胞治療学会秋季シンポジウム １０月２４日（金）＠名古屋 

 

    4) 米谷委員からのノバルティス社との協力提案について     資料７ 

 

5) 令和２年度第１回兵庫県合同輸血療法員会の開催日時について 

日時   令和２年  月  日   ：  ～  ：     

場所：兵庫県赤十字血液センター 5 階大会議室 

（参考）令和元年度第１回兵庫県合同輸血療法員会の開催：5月 21 日 

 

５ その他 

 

６ 閉会の挨拶  

兵庫県合同輸血療法委員会 副委員長  杉本 健 

以上 
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令和元年度 第３回兵庫県合同輸血療法委員会（議事要旨） 

 

１ 開催日時  

令和２年２月 25 日（火）14:00～15:40 

 

２ 開催場所 

兵庫県赤十字血液センター ５階大会議室 

  

３ 出席委員 

藤盛委員長、杉本副委員長、小阪委員、米谷委員、赤坂委員、平井委員、 

大岡委員、甲斐顧問 

 

４ 事務局等 

看護師ワーキンググループ松本班長、検査技師ワーキンググループ坊池班長、 

兵庫県赤十字血液センター、兵庫県薬務課、近畿ブロック血液センター 

 

５ 議題 

（１）活動報告について 

（２）令和元年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業の報告について 

（３）令和２年度兵庫県合同輸血療法委員会の活動について 

 

６ 委員会資料 

委員会次第、資料 
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７ 内容 

（１）活動報告 

  ア 令和元年度兵庫県輸血医療従事者研修会について 

   【藤盛委員長より説明】 

【各委員の主な意見等】特になし 

  イ 医療従事者研修会アンケート集計結果について 

   【薬務課より説明】 

【各委員の主な意見等】 

   ○ アンケート結果報告を隔年にするなど報告の発表は減らし、来年度は座

学を増やすよう検討を。 

   ○ 輸血用血液の安定供給のために、病院の適正在庫量について継続検討し

ていくのが良い。 

   ○ 血液センターの緊急対応にも様々あり、電話で個々の事例を確認しなが

ら個別対応している。医療機関の望むすべてに応えることは困難である。 

  ウ 看護師ワーキンググループ活動について 

   【松本班長より説明】 

   【各委員の主な意見等】 特になし 

   → 看護師 WG 班員の増員提案について承認された。 

  エ 検査技師ワーキンググループの活動について 

   【坊池班長より説明】 

   【各委員の主な意見等】 

   ○ 研修会の発表として時折技師向けの座学を検討お願いしたい。 

   → 来年度の発表に座学を検討する。 

（２）令和元年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業の報告について 

  【藤盛委員長より説明】遠隔モニタリングの症例をまとめ、報告書を作成予定。 

   提出期限 電子媒体：令和 2年 3月 20 日 

  【各委員の主な意見等】 

   ○ すぐにはできないが、病院での遠隔モニタリングシステムの応用使用の

可能性はある。 

   ○ 病院内の病床で離れた場所からの患者観察も可能ではないか。好中球減

少症の患者等、看護師によるモニタリング回数を減らすことにはメリット

がありそうだ。 

（３）令和２年度兵庫県合同輸血療法委員会の活動について 

  ア 令和２年度兵庫県合同輸血療法委員会の体制について 

   【藤盛委員長より説明】藤盛委員長及び井本委員は所属施設を退職する。 

藤盛委員長は委員を継続する。井本委員及び神前委員は勇退する。 

翌年度委員長：小阪委員、副委員長：杉本副委員長継続 

各後任委員は今後検討。他の方は継続いただきたい。外科系医師の委員候補
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募集。 

   【各委員の主な意見等】特になし 

   → 承認は、来年度の第１回委員会で行う。 

  イ 血液製剤適正化方策研究事業への応募について 

   → 応募することが承認された。研究内容について、新規を含め各委員で検

討しておくこと。 

  ウ 令和２年度 兵庫県輸血医療従事者研修会の開催について 

   → 日時 令和２年 11 月 14 日（土） 

   【各委員の主な意見等】特になし 

  エ 米谷委員からのノバルティス社との協力提案について 

   【米谷委員より説明】ノバルティスから特別講演共催の提案あり。 

   【各委員の主な意見等】 

   ○ 共催というより協賛のほうが適切ではないか。また、協賛理由を明らか

にしてもらいたい。 

   → 大岡委員がノバルティス担当者と直接調整し、依頼書の文面について協

議すること。 

 オ 令和２年度 第 1回兵庫県合同輸血療法委員会の開催日時について 

   → 令和 2年 5月 26 日（火）14 時 

     各委員の意向を踏まえ来年度の開催曜日も検討する。 
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別紙１ 

令和元年度 血液製剤使用適正化方策調査研究事業 研究計画書 

 

                          令和 元 年 12 月 12 日  

   医薬・生活衛生局長 殿  

 

委員会名    兵庫県合同輸血療法委員会      

住  所  〒663-8501 兵庫県西宮市武庫川町1-1  

所属機関   兵庫医科大学病院          

ﾌﾘｶﾞﾅ       ﾌｼﾞﾓﾘ ﾖｼﾋﾛ               

研究代表者 氏  名   藤盛 好啓              

TEL・FAX    0798-45-6349・0798-45-6947     

E-mail    fuji-y@hyo-med.ac.jp         

               

 令和元度血液製剤使用適正化方策調査研究を実施したいので次のとおり研究計画書を提

出する。 

 

１．研究課題名 ：                      

小規模医療機関での血液製剤適正使用推進のための輸血時遠隔モニタリングシステム

の改良 

 

２．経理事務担当者の氏名及び連絡先（所属機関、TEL・FAX・E-mail）： 

  氏  名  藤盛 好啓       所属機関  兵庫医科大学病院   

  TEL        0798-45-6349       FAX        0798-45-6947      

  E-mail   fuji-y@hyo-med.ac.jp  

   

３．合同輸血療法委員会組織（現時点では参加予定でも可） 

①研究者名 ②分担する研究項目 ③所属機関及び 

現 在 の 専 門        

（研究実施場所） 

④所属機関 

における 

職名 

藤盛 好啓 

（ 研 究 代 表

者） 

研究の総括 兵庫医科大学病院・輸

血・細胞治療センター 

（同大学） 

教授 

杉本 健 中規模病院における輸血用血

液製剤の適正使用の推進及び

適切な輸血管理体制の構築 

北播磨総合医療センタ

ー・輸血学（同病院） 

部長 

足立 光平 一般病院における輸血用血液

製剤の適正使用の推進及び適

切な輸血管理体制の構築 

一般社団法人兵庫県医

師会・内科、小児科、

公衆衛生学 

副会長 
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小阪 嘉之 小児科医療における輸血用血

液製剤の適正使用の推進及び

適切な輸血管理体制の構築 

兵庫県立こども病院・

血液・腫瘍内科（同病

院） 

副院長 

真田 浩一 適切な輸血管理体制の構築及

び規模別の輸血検査技術及び

システム構築の向上 

公益社団法人兵庫県臨

床検査技師会・臨床検

査学（同会） 

会長 

 

井本 しおん 輸血用血液製剤の適正使用の

推進及び適切な輸血管理体制

の構築 

神戸常盤大学・医療検

査学（同大学） 

教授 

大岡 徹彦 輸血用血液製剤の適正使用の

推進及び適切な輸血管理体制

の構築 

兵庫県健康福祉部健康

局薬務課・薬学、公衆

衛生学（同） 

課長 

平井みどり 輸血用血液製剤の適正使用の

推進及び適切な輸血管理体制

の構築 

兵庫県赤十字血液セン

ター・血液学、公衆衛

生学（同） 

所長 

川本晋一郎 大規模病院における輸血用血

液製剤の適正使用の推進及び

適切な輸血管理体制の構築 

神戸大学医学部附属病

院・輸血部（同大学） 

講師 

米谷 昇 大規模病院における輸血用血

液製剤の適正使用の推進及び

適切な輸血管理体制の構築 

神戸市立医療センター

中央市民病院・血液内

科（同病院） 

医長 

神前 昌敏 小規模病院における輸血用血

液製剤の適正使用の推進及び

適切な輸血管理体制の構築 

医療法人財団樹徳会上

ヶ原病院・血液学（同

病院） 

院長 

赤坂 浩司 無床診療所における輸血用血

液製剤の適正使用の推進及び

適切な輸血管理体制の構築 

赤坂クリニック(同) 院長 

坊池 義浩 臨床検査技師ワーキンググル

ープ班長 

神戸学院大学・栄養学

部(同大学) 

講師 

松本 真弓 看護師ワーキンググループ班

長 

社会医療法人神鋼記念

会神鋼記念病院 (同病

院) 

看護部 

西川 彰則 無床診療所における輸血用血

液製剤の適正使用の推進 

輸血遠隔モニタリング実施 

赤坂クリニック（同）  

    兼 

和歌山県立医科大学附

属病院輸血部     

            

医師 

 

講師 
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４．研究の概要 

兵庫県合同輸血療法委員会では、血液製剤使用適正化方策調査研究事業において平

成 28 年度には「兵庫県における中小規模病院の輸血療法実施体制の確立と血液製剤の

適正使用の推進」として取り組み、また平成 29 年度には「無床診療所における輸血療

法の標準化と血液製剤適正使用の推進」に取り組んできた。これまでの研究事業から

みると、大規模病院での輸血は比較的安全性が担保される傾向があるものの、小規模

病院から無床診療所では、輸血療法の安全性をさらに確立すべき余地が大きいと言え

る。兵庫県下の医療施設には、在宅輸血を積極的に行う診療所もあり、平成 30 年度の

研究において、「在宅輸血療法時の安全性向上に資する遠隔モニタリングシステムの

開発」の検討を行ってきたが、実施とともにその問題点に直面した。そこで、令和元

年度の取り組みとして小規模医療機関での血液製剤の適正使用を推進(下記計画 1)～

5))するとともに、「在宅輸血時遠隔モニタリングシステム」の改良(下記計画 6))を提

言する。 

 

1) 兵庫県合同輸血療法委員会の開催 

兵庫県内医療機関医師、看護師、臨床検査技師、兵庫県、兵庫県赤十字血液センタ

ー（15 名）を基本メンバーとする兵庫県合同輸血療法委員会を年 3 回開催する。これ

において、兵庫県内医療機関における適切な輸血療法実施体制の確立と血液製剤の使

用適正化に向けた協議、及び、課題把握について、認識を共有するとともに、対応方

針を決定し、また、本研究事業の遂行にも資する。 

 

2) 兵庫県輸血医療従事者研修会の実施  

兵庫県内の医療機関における適切な輸血療法実施体制の確立と血液製剤の適正使用

等を推進するため、兵庫県合同輸血療法委員会、兵庫県赤十字血液センター及び兵庫

県が連携して、輸血医療を行う医療機関及び医療従事者等を対象とした研修会を開催

し、輸血に関わる医療従事者の血液製剤適正使用の普及啓発に資する活動を進める。

【研修会】は令和元年 11 月 30 日に実施を予定した(添付資料)。本研修会では新しい

細胞療法である CAR-T 療法とそれに関わる多職種チーム医療をテーマとして講演形式

にて学習する予定である。また H29 年度からの継続課題として「小規模医療機関での

輸血療法」を取り上げ、特に在宅輸血医療の安全性の向上と効率面の改善を題材とし

たテーマにつき学習する。また無床診療所や在宅での輸血療法については血液製剤使

用実態調査から見える問題点について協議したい。 

 

3)臨床検査技師ワーキンググループ(WG)の活動 

例年実施している初中級の実技講習会を本年度も開催する。中小規模の医療機関に

所属する輸血担当技師を対象として、ABO 血液型検査、RhD 血液型検査、不規則抗体検

査など基本的な知識と技術の定着を図る。この実技講習会は兵庫県合同輸血療法委員

会と兵庫県臨床検査技師会の共催で実施する。さらには、小規模医療機関への輸血医

療支援を継続して実施していく。昨年度は要望のあった医療機関を訪問し輸血検査の 
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状況を視察した。また、医師および臨床検査技師から血液製剤の運用などシステム的

な内容を情報収集した。現状の問題点を改善する目的で、本年度中に医師・看護師・

臨床検査技師を対象とした出張勉強会を開催する予定である。 

 

4)看護師ワーキンググループ(WG)の活動 

輸血時の患者観察は、輸血副反応の早期発見や対応に非常に重要である。厚生労働省

の「輸血療法の実施に関する指針」においても、輸血実施患者の観察を輸血前、輸血

開始5分間と15分後、随時、輸血終了時、輸血後に行うことを示し、特に「輸血開始後

5分間はベッドサイドで患者の状態を観察」する必要性を指摘している。 

輸血実施患者の観察が臨床現場でどのように行われているかについて、多施設で実

態を調査し評価した報告はなかった。そこで、看護師ワーキンググループでは兵庫県

内で輸血医療を行う医療機関、約452施設を対象に輸血実施患者の観察について以下の

調査を実施し、輸血副反応に対する観察の現状を明らかにする。 

輸血実施患者の観察に関する現状調査 

厚生労働省が制定した「輸血療法の実施に関する指針」及び「血液製剤の使用指針」 

は、輸血医療に携わるすべての医療関係者に輸血実施患者の観察について必ずしも浸

透しているとはいえず、パイロット研究で輸血副作用発生率の施設間差があることが

報告されている。その背景要因として、医療者の輸血副反応に対する知識に差異があ

ることや不十分な監視体制（輸血実施後の患者観察の手順が定められていない）等を

指摘している。これまでに、輸血開始前、開始後5分間と15分後、随時、終了時、終了

後に輸血実施患者の観察が臨床現場でどのように行われているかにつて、多施設で実

態を調査し評価した報告はなかった。そこで、兵庫県内で小規模医療機関を含めた輸

血医療を行う医療機関、約452施設を対象に輸血実施患者の観察について実施状況を調

査し、輸血副反応に対する観察の現状を明らかにする。 

目的 

輸血実施患者の観察（輸血前、輸血開始 5分間と 15 分後、随時、輸血終了時、輸血

後）の実施状況を把握する。 

意義 

本調査により、輸血副反応に対する観察の現状を把握することができ、安全な輸血を

実践する上での具体的な指導が可能となる。 

研究対象 

兵庫県内で輸血医療を行う医療機関、約 452 施設を対象とする。 

研究の方法及び期間 

本研究は研究対象施設の方針、実態を調査する研究であり、研究対象者を特定した調

査ではない。研究方法は、調査用紙を研究対象施設に郵送する。研究対象施設では、

調査用紙に輸血実施時の患者観察に関する情報を記載し事務局に郵送する。研究期間

は、厚生労働省令和元年血液製剤使用適正化方策調査研究事業の採択後契約締結日か

ら 2020 年 3 月 13 日までとする。その内、調査期間は、2020 年 2 月 28 日までとす

る。 
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評価項目 

＜主要評価項目＞ 

・研究対象施設の輸血実施患者の観察（輸血前、輸血開始 5分間と 15 分後、随時、輸

血終了時、輸血後）実施と看護記録の有無 

＜副次的評価項目＞ 

・観察時のバイタルサイン測定の有無・観察時に測定するバイタルサインの種類 

・日本輸血・細胞治療学会が作成した「輸血副作用の症状項目」の活用の有無 

・観察項目についてのマニュアルの有無 

倫理的事項 

本研究は「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に従って行う。 

本研究計画は、研究代表者の所属施設である社会医療法人神鋼記念会 神鋼記念病院倫

理審査委員会で、2019 年 3 月 26 日承認を得ている。 

 

5)血液使用に関する兵庫県内調査 

過去において兵庫県は、血液使用調査を毎年独自に実施してきた。一方、（一社）日

本輸血・細胞治療学会は、より広範な調査を毎年全国的行っており、申請により、兵庫

県内のデータを提供して頂けることが判明しており、H28 年はこの調査結果から、兵庫

県内の血液使用に関するデータを頂き検討した。同データを用い H29 年度は「診療所で

の輸血の実態」と「病院外（介護施設・在宅）輸血」につき検討した。令和元年は引き

続き同データから小規模医療機関での輸血について検討する予定である。 

 

6) 輸血遠隔モニターシステムの開発と改良 

在宅輸血の遠隔モニタリングの開発経緯 

在宅輸血の問題点は多くあるが、最も重要なものの一つは、医療者が全ての輸血時間

内に立ち会えないことである。日本輸血・細胞治療学会のガイドラインではこの点にお

いて、「医療者が患者宅を退出した後も患者に付き添う患者付添人がいる」ことが、在

宅輸血の適応条件になっている。患者付添人が重要なことは言うまでもないが、ICT(情

報通信技術)が発達してきた現在において、輸血中患者のバイタルサインを医師が遠隔

でリアルタイムモニタリング可能であれば、在宅輸血の安全性を高める可能性がある。

この考えに沿い、平成 30 年度に遠隔モニタリングシステムの開発を行ってきた。 

昨年度の輸血遠隔モニターシステムを用いた臨床観察研究 

我々は平成30年度に、兵庫県神戸市赤坂クリニック赤坂浩司医師、西川彰則医師の参

加を得て、笠原ら(岡山大学)が開発した在宅患者を対象としたWeb対応型の遠隔見守り

システム「おだやかタイム®」とネットワーク対応型多機能携帯心電計「CarPod®」、

Bluetooth対応SpO2モニターを用いて輸血遠隔リアルタイムモニタリングを観察研究を

行った(兵庫医科大学および和歌山県立医科大学の倫理委員会の承認を得た)。モニタリ

ング項目は、心拍数、呼吸数、心電図、SpO2、体動であり、インターネットを介して在

宅輸血患者の遠隔リアルタイムモニターが行える。測定は、心電図電極を胸部に貼付、 
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手指にSpO2モニターを装着し、ベッドに心拍数、呼吸数、体動を測定するマットを敷

き、患者はその上に臥床する。バイタルサインは、WiFiルータを経由し、携帯用WiMAX

を用いて、インターネットにリアルタイムにアップロードした。本モニターシステムを

基にした治療介入は行わず、「患者および患者付添人」記録と輸血遠隔モニターの記録

を解析して比較した前向き観察研究を行った。その結果、輸血時のバイタルサインを実

臨床で遠隔でモニター可能であることが判明した(日本輸血・細胞治療学会演題番号O-

45 2019.5.23 熊本、論文投稿中)。 

 

昨年度輸血遠隔モニターシステムの問題点 

しかし、実施中に以下のような問題点が判明した。①センサーマットにより検出してい

る心拍数、呼吸数は離床時に中断する。②無線やBluetoothを利用したワイレスの測定

機器であるため、接続切れによる連続データ中断するタイミングがある。③体動による

バイタルデータ変動（ノイズ）があり、状態変化に伴うバイタルデータ変動と鑑別が難

しいことがある。 

 

           図 セコムVitalookシステム 

新たな輸血遠隔モニターシステムの採用 

 これらの問題を解決するために、我々は今年度新たなシステムの導入を検討する。セ

コム医療システムの「セコムVitalook」(上図および添付資料)は、2018年７月からバイ

タルデータ(心拍数、心電図、SpO2、体重、血圧)を遠隔リアルタイムにモニターするこ

とができるシステムを提供している。このシステムはマットを用いずまた、体重以外は

医療機器としての認証を受けており診療での使用は問題ない。我々は新にこのシステム

を輸血時のリアルタイムモニタリングとして利用する。血圧に関しては、能動的に測定

する必要がある。本機器の特徴は、心電図計の胸部との接続が工夫されている。赤坂ク

リニックでもパイロット的に使用したが、体動に伴う心電図ノイズが昨年使用した機器

に比べ格段に少なく、また、Bluetoothの通信も、ほぼ途切れることなく安定的に使用

可能であった。我々は新にこのシステムを輸血時のリアルタイムモニタリングとして利

用する。医療者とのビデオ通話機能も備えているので将来的にはこの機能も利用し、輸

血中の患者観察や輸血の滴下状態も確認可能になると考えている。また、脈拍数やSpO2

の上限値、下限値を設定しアラートを発生させることも可能である。 
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 新しい輸血遠隔モニターシステムを用いた前向き臨床観察研究 

セコム医療システムの「セコムVitalook」システムを用いて、多数例での前向き観察

研究として遠隔モニターでのバイタル変化の経時的記録と患者および患者付添人による

観察とその記録を比較し、輸血管理に必要なバイタル変化を見極められるかどうか、お

よび安全に資するシステムであるかどうかを検証する。下記に研究内容を要約する。 

 [研究期間と対象症例] 

研究期間：本臨床研究承認日～2020年3月13日とする。 

対象症例数：10件 

対象：血液疾患にて、輸血療法を要するものの通院困難のため在宅での輸血を希望する

患者。 

適格基準：20歳以上であり、本研究への参加の同意が得られる患者。過去に輸血歴があ

り、重篤な副作用を認めない患者。在宅輸血が、医療機関で行う輸血療法に比較し緊急

対応の面でリスクがあることを理解して同意が得られる患者。患者付添人がおり、患者

の状態を観察し記録用紙に記録を残すことができること。 

研究方法：在宅輸血を実施する際に、患者の同意を得て遠隔リアルタイムモニターシス

テムを装着し、輸血を開始する。輸血実施医師は、輸血中は、遠隔にてバイタルモニタ

ーし、またモニター記録を情報ファイルとして残す。患者または患者付添人は患者を観

察し大きな体動、トイレ歩行等モニターの変化、異常の出現等の記録を記録用紙に残

す。輸血時モニター全記録と患者または患者付添人の記録を比較解析することが研究の

骨子となる。患者、および患者付添人は輸血に関連した異常を認めた場合には、従来の

対応のように速やかに電話で医療者に連絡をおこない医療者はそれに対して適切に対応

を行う。医療者はモニターで変化を認め確認の必要性がある場合に、患者付添人に連絡

し状態確認を行うことができる。 

この時に、患者または患者付添人が輸血に関連する異常を認めた場合、改めて医療者に

連絡を行い、医療者は適切に対処する。 

輸血終了時には、医療従事者がバイタル測定、抜針し、システムを患者からはずす。 

調査項目：輸血中の心拍数、呼吸数、心電図、SpO2、のモニター全記録、システムで発

報したアラート（心拍数異常、SpO2異常）、患者または患者付添人の輸血中の記録(身

体的異常、体動、トイレ歩行等上記のモニターに影響があると考えられる事象の記録、

予め記録用紙を作成する) 

輸血中の患者、患者付添人が医師に電話した場合、電話した理由、輸血合併症の有無、

輸血中に医師が患者宅に電話した場合、電話連絡した理由（バイタル値など）、 

輸血合併症の種別、合併症発現時間、輸血後合併症発症後の転帰、システム装着に関す

る不具合の有無。 

評価項目： 

主要評価項目：本システムで輸血時のバイタルサインを実臨床で遠隔でモニター可能

か、また輸血関連異常の発生の関わるバイタル変化を遠隔でモニター可能かどうか評価

する。 

副次評価項目：バイタル値の変化（値の変化量と変化持続時間）と合併症発症の相関に

ついて評価する。 
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 まとめ： 

① 在宅輸血時の遠隔リアルタイムモニターが輸血の安全に資することを証明できれ

ば、遠隔モニター管理料の保険点数収載とそれによる全国への普及への足がかりと

なる。もし保険収載されれば、在宅輸血実施医療機関が増えることが予想され、多

くの在宅患者のメリットにつながる。本研究は、前向き臨床試験としては、「患者

および患者付添人」記録と輸血遠隔モニターの記録を解析して行われ、輸血合併症

への対応は従来どおり患者および患者付添人から医療者への通報で行われるので、

介入研究ではなく「観察研究」に該当すると考えられる。 

本システム「セコムVitalook」2台の1年間貸し出しは約20万円であり、これを本研

究費で賄う予定である。約10例のモニターを行い遠隔モニターの実施可能性を検証

する。なお、本研究計画は、兵庫医科大学および和歌山県立医科大学の倫理委員会

に提出する予定である。 

② 本計画の有効性と実現性 小規模医療機関での血液製剤適正使用推進について研修

会での座学及び実技講習での実地研修を行うため有効性、実現性が見込める。本研

究の結果、遠隔輸血モニターが輸血の安全性に資するものが明らかになれば、輸血

・細胞治療学会全体で問題にしている在宅輸血の問題点に対して解決策の一つを提

案できると考えている。また保険収載にもつながる可能性もある。 

③ 現状の事業体制についての問題点 小規模医療機関が行っている在宅輸血の現状に

ついては、一人の患者に対して要する時間、手間が大きく、かつリスクを伴うた

め、全国的に在宅輸血実施医はとても少ない。現状では医師および医療者の使命感

と情熱によって在宅輸血が行われているといっても過言ではない。将来的に「在宅

輸血実施加算」を創出して医療者の努力に報いるべきと考える。本研究で10例のモ

ニターを行い遠隔モニターの実施可能性を検証できれば、安全な在宅輸血をサポー

トすることが可能となる。 
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５．代表者又は応募する地域で血液製剤適正使用に関連して取り組んできた状況 

＜兵庫県内の輸血療法に関わる会の歩んできた道のり＞ 

これまで兵庫県下で輸血療法に関わる会が進められてきた歴史は以下の通りである。 

 

1) 昭和 63 年から兵庫県赤十字血液センターが主催となり「輸血懇話会」の定期開催

が開始された。輸血学の有識者の講演等が行われ、血液製剤の適正使用及び安全な

輸血療法につき議論されてきた。また意見交換や情報交換に努めてきた。 

 

2) 平成 12 年より兵庫県が主催となり県内医療機関の輸血療法委員会委員長を対象に

「兵庫県輸血療法委員会合同会議」が開催されてきた。平成 14～15 年度には、厚

生労働省から「血液製剤使用適正化事業」を受託し、輸血療法等に関する講演会等

を行い、血液製剤の適正使用が推進された。平成 17 年度には、厚生労働省の「輸

血療法の実施に関する指針」及び「血液製剤の使用指針」が改定されたことに合わ

せ、本県での血液製剤の適正使用等の一層の推進方策等を検討するため、「兵庫県

血液製剤適正使用検討会」を設置し、血液製剤の使用に係る課題やその解決に向け

ての方策等を協議し検討が行われた。また、兵庫県の適正使用推進の指標とするた

め、各医療機関における血液製剤別の使用量・廃棄量等についての調査を行い、使

用量等削減の推進を図るという方針を決定し、調査の具体的内容を検討した上で、

「血液製剤使用量等調査」が同年から開始された。この調査結果を医療機関に報告

する場として、「輸血療法委員会合同研修会」が平成 18 年度より毎年開催されて

きた。 

 

3) 平成 25 年 5 月に上記の 2 つの会を基盤として、「兵庫県合同輸血療法委員会」の

必要性を訴えた医療機関の医師に加え、県医師会及び県病院協会の推薦を受けた医

師、並びに県臨床検査技師会の推薦を受けた臨床検査技師が集まり、当該委員会を

設置し、現在まで活発に活動を続けている。 

 

＜兵庫県合同輸血療法委員会のこれまでの取り組み＞ 

本委員会は発足後６年程度であるが、これまでの活動内容について特に H27-H29 年度

の内容を中心に記す。 

 

1) 兵庫県合同輸血療法委員会の開催:  

兵庫県、兵庫県赤十字血液センター、医療機関医師、看護師、臨床検査技師をメン

バーとする本会を年 3 回開催している。 

 

2) 安全な輸血医療を推進する取り組み： 

（一社）日本輸血・細胞治療学会が行っている I&A の考え方を踏襲した輸血医療を

浸透させることが、県下の輸血医療の安全性向上に寄与すると考えた。そして中小規

模の医療機関の実情に沿った監査を行うべく、兵庫県独自の「監査チェックシート」 
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を作成した。H27 年度は看護師ワーキンググループ(WG)メンバーの所属する施設におい

て、本チェックシートが適切かどうか試験運用を行った。中小規模の医療機関におけ

る安全な輸血医療の構築と、学会 I&A 取得に向けての一助となるよう進めている。 

3) ワーキンググループ(WG)の活動： 

① 看護師 WG:「監査チェックシート」の試験運用を 8 施設で行い、その結果を兵

庫県医療従事者研修会で報告した。兵庫県下での看護師 WG 班員の所属する施

設で「監査チェックシート」を活用して学会Ⅰ&A の取得に取り組んだ結果、

H29 年には新規認定施設が 2 施設誕生した。また輸血 WG 看護師による兵庫県域

等の各病院への出張研修会を実施してきている。H29、30 年度は「輸血チーム

で考える輸血安全」を主なテーマとして多職種参加の研修会を実施した。平成

30 年度医療従事者研修会では「輸血チーム医療で看護師が担う役割」を報告

し、輸血チーム医療の必要性について周知を図った。 

② 臨床検査技師 WG: 本委員会と県臨床検査技師会が共同主催にて、中小規模の医

療機関に所属する臨床検査技師に対して、実技講習会を開催し輸血検査の基礎

を教育した。この内容を含む H26～H27 年度の臨床検査技師 WG 活動は臨床検査

Vol65.No3 に報告した。中小規模病院での輸血医療の前進に向けては、H27～28

年度に行われた中小規模医療機関で「輸血監査チェックシート」を用いた監査

活動を基盤として活動を行ってきた。平成 29 年度医療従事者研修会では、

「新 I&A 制度の現状と今後の受審に向けて」の講演を行い、I&A 受審の推進に

努めた。平成 30 年度には要望のある小規模医療機関へ出張の上 I&A に基づい

た教育を開始している。 

③ 両 WG が企画する合同研修会を開催し、輸血手技についての講義、輸血セット

やバッグなどを使用しての実技講習を行ってきた 

 

4) 兵庫県輸血医療従事者研修会の実施： 

県内医療機関における適切な輸血療法実施体制の確立と血液製剤の適正使用等を

推進するため、兵庫県合同輸血療法委員会、兵庫県赤十字血液センター及び兵庫県

が連携して、輸血医療を行う医療機関及び医療従事者等を対象とした研修会を開催

し、輸血に関わる医療従事者の技術向上及び適正使用の普及啓発に資する活動を進

めている。年 1 回開催で、H30 年度は 10 月 6 日に開催された。内容は特別講演「救

命救急における輸血～MTP とチーム医療」（講師は公立豊岡病院 但馬救命救急セン

ター長 小林誠人先生）、及び講演「在宅輸血療法の実際と安全管理」（講師は赤

坂クリニック 赤坂浩司先生）、臨床検査技師/看護師の WG 活動報告、等であっ

た。 

 

5) 上記 1)～4)の内容を含めた直近の活動報告は「平成 30 年度兵庫県合同輸血療法委

員会研究報告書」にまとめられている 
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別紙４ 

委託事業実績報告書 

 

 

項目 

 

事業内容 

 

実施方法 

令和元年度 

血液製剤使用適正化

方策調査研究事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小規模医療機関での血液製

剤適正使用推進を行うことを

目指して本調査研究事業を実

施した。まず、兵庫県合同輸

血療法委員会を年3回開催し

実施方策について協議を行っ

た。輸血医療を行う医療機関

及び医療従事者等を対象とし

た兵庫県輸血医療従事者研修

会を実施した。在宅輸血での

安全性を担保するために、倫

理委員会の承認をへて遠隔モ

ニタリングシステムの開発応

用および改善を検討するため

に前向き観察研究を行った。

新たなシステムを用いインタ

ーネットを介して在宅輸血患

者の遠隔リアルタイムモニタ

ーが可能であった。看護師ワ

ーキンググループでは、年1

回会議を実施し、兵庫県内の

医療機関452施設を対象とし

た「輸血実施患者の観察に関

する調査」を実施した。臨床

検査技師ワーキンググループ

は中小規模の医療機関輸血担

当者を対象に、「血液型検

査、不規則抗体検査、他」の

実技講習会を開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 兵庫県合同輸血療法委員会開

催 

  令和元年度に 3 回開催し、適

切な輸血療法実施体制の確立と

血液製剤の使用適正化に向けた

協議を行った。 

２ 令和元年度兵庫県輸血医療従

事者研修会 

  令和元年 11 月 30 日に以下の

内容で開催した。参加者は、医

師 14 名、臨床検査技師 84 名、

薬剤師 9 名、看護師 21 名、そ

の他 1 名の合計 129 名であっ

た。 

(1)血液製剤の使用実態について 

(2)兵庫県赤十字血液センターか

らの情報提供 

(3)特別招請講演「新しい細胞治

療の現状と未来-CAR-T 細胞療法

の導入を通して-」 

(4)兵庫県合同輸血療法委員会活

動報告 

ア 臨床検査技師ワーキンググル

ープ「臨床検査技師ワーキング

グループからの輸血医療支援活

動について」 

イ 看護師ワーキンググループ

「輸血チームの活動紹介～看護師

の役割について」 

ウ 兵庫県合同輸血療法委員「輸

血の患者観察に関する調査報告」 

(5)講演「在宅輸血時の遠隔モニ

ターupdate」 

 

３ 輸血時遠隔モニタリングシス
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テムの改良 

  昨年度、在宅輸血の安全性向

上を目指して、遠隔バイタルモ

ニタリングシステムを開発し

た。今年度は、昨年の研究の問

題点を解決すべく新たなモニタ

ーシステムを導入した。バイタ

ルデータ(心拍数、心電図、

SpO2、体重、血圧)を遠隔リアル

タイムにモニターし、前向き研

究として在宅輸血時の合併症発

症を捉えることに有用であるか

を評価した。3 人の患者におい

て 14 件の在宅輸血の遠隔モニ

ターを行った。昨年度の機種よ

り安定してモニタリングが可能

であり、安全な輸血が実施され

ていることの確認には十分有効

であると判断した。 

 

４ 看護師ワーキンググループ活

動会議を1回開催し、各医療機関

における輸血の実施体制や輸血

副反応の観察について情報交換

を行った。令和元年11月30日に

上記2の令和元年度兵庫県輸血医

療従事者研修会において「看護

師ワーキンググループの活動報

告」を行った。 

「輸血実施患者の観察に関する現

状調査」については、回収率50

％であった。回答が得られた施

設にいては、厚生労働省の「輸

血療法の実施に関する指針」に

基づいて、概ね十分な監視体制

の下に輸血の患者観察が行われ

ているものと推察された。 

 

５ 臨床検査技師ワーキンググル
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ープの活動 

令和元年 11 月 30 日に開催し

た令和元年度兵庫県輸血医療

従事者研修会において、「臨

床検査技師ワーキンググルー

プからの輸血医療支援活動に

ついて」という題目で、安全

な輸血療法の実施と血液製剤

の適正使用に係る医療支援に

ついて講演した。平成 30 年度

から実施していた医療法人社

団六心会恒生病院（109 床）に

対しての現場視察及び講演会

の開催などについて報告し

た。今後も引き続き日本輸血

・細胞治療学会の輸血機能評

価認定（I&A）の受審に向けて

支援をしていく。令和 2 年 2

月 1 日に兵庫県臨床検査技師

会と共催で、令和元年度輸血

検査研修会を開催した。中小

規模の医療機関輸血担当者

（初中級者）39 名を対象に、

臨床検査技師ワーキンググル

ープの 10 名が講師として、血

液型検査、不規則抗体検査な

どの実技講習を行った。 
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研究報告 

「小規模医療機関での血液製剤適正使用推進のための輸血時遠隔モニタリング

システムの改良」 
 

【目的】 

高齢化社会が進み、在宅輸血の需要が高まっているが、輸血時の安全性の担保

や合併症出現時の対応が課題となり、在宅輸血の普及は一部の施設にとどまっ

ている。在宅輸血の問題点で最も重要なものは、医療者が全ての輸血時間内に立

ち会えないことである。輸血中患者のバイタルサインを医師が遠隔でリアルタ

イムモニタリング可能であれば、在宅輸血の安全性を高める可能性がある。この

考えに沿い、我々は、平成 30 年度に遠隔モニタリングシステムの開発を行って

きた。今年度は昨年の結果を踏まえて遠隔モニタリングシステムの改良を行っ

た。 

【方法】 

 我々は今年度新たにセコム医療システムの「セコム Vitalook」を導入した。

これは、バイタルデータ(心拍数、心電図、SpO2、体重、血圧)を遠隔リアルタイ

ムにモニターすることができる。このシステムはマットを用いずまた、体重以外

は医療機器としての認証を受けている。血圧に関しては、能動的に測定する必要

がある。本機器の特徴は、心電図計の胸部との接続が工夫されていることである。

日本輸血・細胞治療学会のガイドラインに沿って「医療者が患者宅を退出した後

も患者に付き添う患者付添人がいる」ことを条件とし、倫理委員会での承認を得

た後、本人の同意を得て観察研究を実施した。 

【結果】 

昨年度の研究において、Web 対応型の遠隔見守りシステム「おだやかタイム®」

とネットワーク対応型多機能携帯心電計「CarPod®」、および Bluetooth 対応 SpO2

モニターを用いて遠隔バイタルモニターを行ったが、①センサーマットにより

検出している心拍数、呼吸数は離床時に中断する。②無線や Bluetooth を利用し

たワイヤレスの測定機器であるため、接続切れによる連続データ中断するタイ

ミングがある。③体動によるバイタルデータ変動（ノイズ）があり、状態変化に

伴うバイタルデータ変動と鑑別が難しいことがあるなどの問題点があった。新

しいモニタリングシステムではこれらが解決され、体動に伴う心電図ノイズが

格段に少なく、また、Bluetooth の通信も、ほぼ途切れることなく安定的に使用

可能であった。バイタルデータ(心拍数、心電図、SpO2、体重、血圧)を遠隔リア

ルタイムにモニターした。3 人の患者において 14 件の在宅輸血の遠隔モニター

を行った。その結果、安定して遠隔モニタリングが可能であり、安全な輸血が実

施されていることの確認には有用であると判断した。 
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令和元年度第 1 回兵庫県合同輸血療法委員会 看護師ワーキンググループ会議議事録 

 

日時：令和元年 11 月 30 日（土）12：00～13：00 

場所：兵庫県赤十字血液センター 

出席者：松本真弓、長谷川清美、平安奈美子、岸下陽子、竹内志津枝、溝田瑞恵、 

大西里歩 

欠席者：山本真由美、工藤小百合、谷川悦子、八代敦子 

 

議題： 

１．  令和元年度 看護師ワーキンググループメンバーについて 

新班員に兵庫医科大学病院の大西里歩さんが加わり 11 名で活動する。 

２．  令和元年度の活動について 

① 11 月 30 日（土）13：30～16：30 

場所：兵庫県赤十字血液センター  

兵庫県輸血医療従事者研修会での「看護師ワーキンググループの活動報告」 

テーマ：「輸血チームの活動紹介と看護師の役割」 

演者：竹内志津枝（神戸市立医療センター中央市民病院） 

② 11 月 30 日（土）13：30～16：30 

場所：兵庫県赤十字血液センター  

兵庫県輸血医療従事者研修会での「兵庫県合同輸血療法委員会の活動報告」 

テーマ：「輸血の患者観察に関する調査報告」 

演者：松本 真弓（神鋼記念病院） 

③ 研究計画について 

テーマ：「兵庫県医療機関における輸血の患者観察に関する現状調査」 

アンケート調査：12 月～1 月中旬予定 

アンケート報告：2 月末兵庫県合同輸血療法委員会にて 

３．  次年度活動計画について 

  新班員に姫路赤十字病院の看護師を 1 名加える。 

  兵庫県内の輸血看護師交流会を開催する。 

４．  次回看護師ワーキンググループ会議の予定 

  令和 2 年度兵庫県輸血医療従事者研修会の日に同時開催する。 

                                       

                                  以上                           
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看護師ワーキンググループ（WG）の活動 

「輸血実施患者の観察に関する現状調査」 

 

【緒言】輸血時の患者観察は、輸血副反応の早期発見や対応に非常に重要である。厚生労働

省の「輸血療法の実施に関する指針」においても、輸血実施患者の観察を輸血前、輸血開始

5分間と15分後、随時、輸血終了時、輸血後に行うことを示し、特に「輸血開始後5分間はベ

ッドサイドで患者の状態を観察」する必要性を指摘している。 

輸血実施患者の観察が臨床現場でどのように行われているかについて、多施設で実態を

調査し評価した報告はなかった。そこで、看護師ワーキンググループでは兵庫県内で輸血

医療を行う医療機関452施設を対象に、輸血実施患者の観察について調査を実施したので

報告する。 

【方法】2017 年 12 月 1日から 2019 年 11 月 30 日の間に輸血用血液製剤を供給した兵庫県

の医療機関 452 施設に研究概要とアンケート調査票を郵送した。調査期間は 2019 年 12 月

から 2020 年１月である。調査項目は、１.輸血前、輸血開始後５分間と 15分後、終了時

における観察の有無、２.バイタルサイン測定の有無、３.「輸血副作用の症状項目」を活

用した観察の有無、４.病床数、等とした。本研究は、神鋼記念病院の I R B（番号

1850）にて承認を取得し、兵庫県合同輸血療法委員会令和元年度血液製剤使用適正化方策

研究事業として行われた。 

【結果】225 施設（内、無効 1施設）回収率 50％から回答を得た。回答を得た施設の病床

数は、0床は 33 施設、１〜19床は 22 施設、20〜99 床は 44施設、100〜299 床は 69 施

設、300〜499 床は 24 施設、500 床以上は 8施設、未回答 24 施設であった。看護師が輸血

開始後 5分間、患者を見守っている施設は 216 施設（96％）であった。15分後に、観察を

実施している施設は、221 施設（99％）、終了時の観察は全施設で実施していた。患者のバ

イタルサイン測定は、輸血前が 219 施設（98％）、輸血開始後 5分は 187 施設（83％）、15

分後は 200 施設（89％）、終了時は 194 施設（87％）が実施していた。輸血終了時に測定

しているバイタルサインは、体温は 164 施設（73％）、血圧は 194 施設（87％）、脈拍は

191 施設（85％）、SpO2は 157 施設（70％）、呼吸数は 54施設（24％）であった。各輸血副

反応の症状を看護手順等の規定に反映させ周知している施設は 154 施設（69％）であっ

た。 

【まとめ】本調査により、回答が得られた施設においては、厚生労働省の「輸血療法の実

施に関する指針」に基づいて、概ね十分な監視体制の下に輸血の患者観察が行われている

ものと推察された。しかし、回収率が 50％であるため本調査結果が兵庫県の医療機関にお

ける輸血の患者観察に関する現状とは言い難い。今後の取り組みとして、看護師 WGは県

内の輸血医療従事者に対して、研修会などを通じ輸血副反応の重症化防止に果たす看護師

の役割について、知識の水平展開をはかるとともに、観察時間と輸血副反応の出現につい

ても検証したい。 
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令和元年度兵庫県輸血医療従事者研修会 

日 時 令和元年１１月３０日（土）午後１時３０分～４時３０分 

場 所 日本赤十字社兵庫県支部 ７Ｆ大会議室 

 

第一部【13：30～15：20】 

１ 開会のあいさつ （13：30～13：35） 

兵庫県合同輸血療法委員会委員長  藤盛 好啓 先生   

兵庫県健康福祉部健康局薬務課長 大岡 徹彦 先生 

 

２ 血液製剤の使用実態について （13：35～13：50） 

兵庫県健康福祉部健康局薬務課 

 

３ 兵庫県赤十字血液センターからの情報提供 （13：50～14：00） 

兵庫県赤十字血液センター供給課 

 

４ 特別招請講演 （14：00～15：05） 

座長：兵庫県合同輸血療法委員会委員長  藤盛 好啓 先生 

 

「新しい細胞治療の現状と未来～CAR-T 細胞療法の導入を通して～」 

京都大学大学院 医学研究科 血液・腫瘍内科学 

京都大学医学部附属病院 検査部・細胞療法センター   新井 康之 先生 

 

 

《休憩》（15：05－15：20） 

 

 

第二部【15：20～16：30】 

５ 兵庫県合同輸血療法委員会活動報告  

     臨床検査技師ワーキンググループ （15：20～15：35） 

「臨床検査技師ワーキンググループからの輸血医療支援活動について」 

兵庫医科大学病院輸血・細胞治療センター  大塚 真哉 先生 

     看護師ワーキンググループ （15：35～15：45） 

「輸血チームの活動紹介と看護師の役割」 

神戸市立医療センター中央市民病院    竹内 志津枝 先生 

     兵庫県合同輸血療法委員会（15：45～16：00） 

「輸血の患者観察に関する調査報告」 

            社会医療法人神鋼記念会 神鋼記念病院    松本 真弓 先生 
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６ 講演 （16：00～16：20） 

座長：兵庫県合同輸血療法委員会副委員長  杉本 健 先生 

 

「在宅輸血時の遠隔バイタルモニター update」 

和歌山県立医科大学 血液内科学講座  

和歌山県立医科大学附属病院 輸血部 医療情報部   

医療法人 赤坂クリニック            西川 彰則 先生 

 

７ 質疑応答 （16：20～16：25） 

 

８ 閉会のあいさつ（16：25～16：30） 

    兵庫県赤十字血液センター所長  平井 みどり 先生 
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まとめ 

令和元年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業 

・小規模医療機関での血液製剤適正使用推進を行うことを目指して本調査研究

事業を実施した。まず、兵庫県合同輸血療法委員会を年3回開催し実施方策につ

いて協議を行った。輸血医療を行う医療機関及び医療従事者等を対象とした兵

庫県輸血医療従事者研修会を実施した。在宅輸血での安全性を担保するために、

倫理委員会の承認をへて遠隔モニタリングシステムの開発応用および改善を検

討するために前向き観察研究を行った。新たなシステムを用いインターネット

を介して在宅輸血患者の遠隔リアルタイムモニターが可能であった。看護師ワ

ーキンググループでは、年1回会議を実施し、兵庫県内の医療機関452施設を対象

とした「輸血実施患者の観察に関する調査」を実施した。臨床検査技師ワーキン

ググループは中小規模の医療機関輸血担当者を対象に、「血液型検査、不規則抗

体検査、他」の実技講習会を開催した。 

 

１ 兵庫県合同輸血療法委員会開催 

  令和元年度に 3 回開催し、適切な輸血療法実施体制の確立と血液製剤の使

用適正化に向けた協議を行った。 

 

２ 令和元年度兵庫県輸血医療従事者研修会 

  令和元年 11 月 30 日に以下の内容で開催した。参加者は、医師 14 名、臨床

検査技師 84 名、薬剤師 9 名、看護師 21 名、その他 1 名の合計 129 名であっ

た。 

(1)血液製剤の使用実態について 

(2)兵庫県赤十字血液センターからの情報提供 

(3)特別招請講演「新しい細胞治療の現状と未来-CAR-T 細胞療法の導入を通し 

て-」 

(4)兵庫県合同輸血療法委員会活動報告 

ア 臨床検査技師ワーキンググループ「臨床検査技師ワーキンググループ 

からの輸血医療支援活動について」 

イ 看護師ワーキンググループ「輸血チームの活動紹介～看護師の役割に 

ついて」 

ウ 兵庫県合同輸血療法委員「輸血の患者観察に関する調査報告」 

(5)講演「在宅輸血時の遠隔モニターupdate」 
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３ 輸血時遠隔モニタリングシステムの改良 

昨年度、在宅輸血の安全性向上を目指して、遠隔バイタルモニタリングシス

テムを開発した。今年度は、昨年の研究の問題点を解決すべく新たなモニター

システムを導入した。バイタルデータ(心拍数、心電図、SpO2、体重、血圧)を

遠隔リアルタイムにモニターし、前向き研究として在宅輸血時の合併症発症を

捉えることに有用であるかを評価した。3 人の患者において 14 件の在宅輸血

の遠隔モニターを行った。昨年度の機種より安定してモニタリングが可能であ

り、安全な輸血が実施されていることの確認には十分有効であると判断した。 

 

４ 看護師ワーキンググループの活動 

看護師ワーキンググループ会議を1回開催し、各医療機関における輸血の実

施体制や輸血副反応の観察について情報交換を行った。令和元年11月30日に上

記2の令和元年度兵庫県輸血医療従事者研修会において「看護師ワーキンググ

ループの活動報告」を行った。 

「輸血実施患者の観察に関する現状調査」については、回収率50％であった。

回答が得られた施設にいては、厚生労働省の「輸血療法の実施に関する指針」

に基づいて、概ね十分な監視体制の下に輸血の患者観察が行われているものと

推察された。 

 

５ 臨床検査技師ワーキンググループの活動 

令和元年 11 月 30 日に開催した令和元年度兵庫県輸血医療従事者研修会に

おいて、「臨床検査技師ワーキンググループからの輸血医療支援活動について」

という題目で、安全な輸血療法の実施と血液製剤の適正使用に係る医療支援に

ついて講演した。平成 30 年度から実施していた医療法人社団六心会恒生病院

（109 床）に対しての現場視察及び講演会の開催などについて報告した。今後

も引き続き日本輸血・細胞治療学会の輸血機能評価認定（I&A）の受審に向け

て支援をしていく。令和 2年 2月 1日に兵庫県臨床検査技師会と共催で、令和

元年度輸血検査研修会を開催した。中小規模の医療機関輸血担当者（初中級者）

39 名を対象に、臨床検査技師ワーキンググループの 10 名が講師として、血

液型検査、不規則抗体検査などの実技講習を行った。 
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